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1993年1月8日、牛乳パック再利用運動の生みの親であり全国パック連の代表の平井初美が、小腸間

膜腫瘍により、最期は肺炎を併発して亡くなりました。 

前年 8月 1日～2日に北九州で開催された第 6回全国大会へは、執念で病気を押して参加し、代表とし

ての役目を果たしましたが、以降自宅療養を経て近くの総合病院に入院となりました。入院中、多くの運

動仲間が県内外からお見舞いに来てくださり、「平井さんに会うと元気をもらえる」と話す方もいるほど

しっかりと対応していましたが、病状は悪化する一方でした。医師から「癌がメロン大にまでなっている」

という説明を受けた時は、痛み止めのボルダレン投薬も効かなくなるほど痛みに耐えかねる日々、また大

量の吐血もして、結局最後はモルヒネ投与となりました。 

モルヒネが投与されると意識の錯乱や混濁が起こり、内臓の機能不全により肺炎を併発したため呼吸困

難な危篤状態が数日続き、投与から 1週間後息を引き取りました。奇しくも 1月 8日は父親の命日と同日

でした。当時葬儀は近所の協力を得て自宅で執り行うことが通常で、自治会始まって以来の大勢の参列者、

道路に立てかけられた多くの花輪や庭いっぱいに飾られた生花の数々は、どこぞの親分の葬儀かと思うよ

うだったと今も町内の語り草となっています。 

平井初美（以下、母）が牛乳パック再利用運動に取り組んだ経緯は、以前パック連通信 128 号で触れま

したが、（https://packren.org/pdf/no128.pdf）地域ぐるみで子育て生き方を考える自主グループたんぽぽの

活動を進めていく中で、近所の中学生少年 I を 2 年にわたり預かった経験も運動のベースになったのでは

ないかと思っています。 

 I は近所でも素行の悪いことで評判でしたが、その生い立ちは同情に値するものでした。生まれてす

ぐに母親が亡くなり祖母に育てられ、その祖母も I が小学生の時に亡くなりました。父親というとギャン

ブルで借金まみれ、酒を飲むと暴力をふるい、I は家にいられず隣の八百屋が積んでいる段ボールで夜を

明かすこともしばしば。中学生になると地域の番長という札付きとなり、学校でも担任から鼻つまみ者の

扱いをされていました。 

ある時 I が腹痛のため道端で苦しんでいたのを母が見つけ、病院に連れて行き学校に連絡をすると担任

いわく「それは、仮病ですから帰してください」と。しかし実際は盲腸であることがわかり、母はこの担

任に抗議し学校で大喧嘩になったとか・・・ 

そして毎日病院を訪ね I を見舞い、食事を取るようになると食べ物を差し入れたりしていると、退院が

近づく頃「おばちゃんちに行きたい」と言い出しました。DV の父親の所へは戻せないと、母はすぐに私

たち家族と話し合い家族全員で受け入れることを了解しました。以降２年にわたり I について学校や児童

相談所とこまめにやり取りしながら同じ屋根の下で過ごしましたが、まさに当時話題となっていた「積み

木崩し」のような日々でした。ただ I を預かったことで、家庭から漏れたら学校で、学校で漏れたら社会

で子どもを受け止める必要性や、家庭教育がいかに大事かを私たち家族は学びました。さらに I や不良仲

間がよく口にしていた「大人なんか信用できねえ！」という言葉に対し、信用できる大人の姿を見せたい

という思いこそ、牛乳パック再利用運動の根本であったように思います。 
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 さて、全国パック連前代表平井初美が亡くなり次の代表をどうするのか、パック連関係者による協議

がすみやかに始まりました。当時私は事務局員という立場で、全国パック連の活動を手伝っていましたが、

主要な支援者から「ものを大事にする大人の姿を子どもたちに見せる」ことを大目的としている牛乳パッ

ク再利用運動であるから、その背中を傍らでずっと見てきた成子さんが継ぐのが一番ではないか、と突然

指名され大変戸惑いました。母もまさか、私が代表を引き継ぐとは思ってもみなかったと思います。 

しかしながら、前代表逝去の３か月後に行われた「平井初美を偲ぶ会」において新たな代表を発表した

際に、支援者のお一人であるグリーンコープ連合の行岡専務が「連帯は無条件でなければならない」と述

べられ、この言葉に心底支えられて気が付けば３３年、牛乳パックリサイクルの生き字引となっています。 


